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生
命
保
険
、
損
害
保
険
と

も
に
、
人
が
死
亡
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
保
険
金
請
求
権

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
点
で
保
険
は
、
人
々
の

生
活
の
中
で
、
相
続
と
同
じ

場
面
で
登
場
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
本
書
は
、
民
法

及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

30
年
法
律
第
72
号
）
に
よ
り

改
正
さ
れ
、
令
和
２
年
に
完

全
施
行
さ
れ
た
相
続
法
の
改

正
を
踏
ま
え
つ
つ
、
相
続
と

保
険
の
実
務
に
携
わ
る
生
損

保
会
社
ま
た
は
保
険
代
理
店

の
担
当
者
、
相
続
実
務
に
携

わ
る
弁
護
士
等
に
向
け
た
解

説
書
で
あ
る
。

　
編
著
者
で
あ
り
、
本
書
の

企
画
者
で
あ
る
松
嶋
隆
弘
教

授
は
、
中
小
企
業
法
を
専
門

領
域
と
し
て
日
本
大
学
法
学

部
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
、

税
法
、
相
続
法
、
民
事
手
続

法
、
金
融
法
等
に
跨
が
る
幅

広
い
分
野
で
多
数
の
論
文
を

発
表
し
、
か
つ
、
日
常
的

に
、
企
業
法
務
、
法
廷
実
務

を
第
一
線
で
行
っ
て
い
る
弁

護
士
で
あ
る
。
理
論
的
な
整

理
と
具
体
的
な
実
務
に
お
け

る
指
針
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

置
さ
れ
た
本
書
の
多
面
的
な

構
成
と
内
容
は
、
そ
の
経
験

の
た
ま
も
の
と
い
え
る
。

　
生
命
保
険
制
度
お
よ
び
損

害
保
険
制
度
と
相
続
制
度
と

の
制
度
の
成
り
立
ち
や
目
的

の
違
い
か
ら
、
直
ち
に
保
険

金
請
求
権
の
成
否
に
相
続
法

の
規
律
が
関
わ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
、
日
常
的
に
保

険
、
相
続
実
務
に
携
わ
る
者

で
あ
れ
ば
自
明
の
こ
と
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
個
別
具

体
的
な
論
点
に
お
い
て
、
全

く
影
響
の
な
い
も
の
か
、
一

定
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
少
な

か
ら
ず
判
断
に
迷
う
こ
と
も

あ
る
。

　
ま
た
、
過
去
の
裁
判
例
に

お
い
て
画
一
的
基
準
で
判
断

さ
れ
て
い
な
い
問
題
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ

れ
ば
結
果
の
成
否
に
影
響
を

与
え
る
の
か
を
、
保
険
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
顧
客

や
紛
争
当
事
者
と
な
っ
た
依

頼
者
、
相
談
者
に
平
易
か
つ

正
確
に
説
明
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

　
本
書
は
、
第
１
章
総
論
に

お
い
て
、
今
般
の
相
続
法
の

改
正
内
容
の
要
点
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
解
説
し
た
上
で
、
生

命
保
険
と
損
害
保
険
の
各
請

求
権
が
相
続
法
理
の
中
で
基

本
的
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

る
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
示

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
の

章
に
目
を
通
す
だ
け
で
も
、

本
質
的
な
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
相
続
実
務
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
最
高
裁

平
成
28
年
12
月
19
日
決
定

（
民
集
70
巻
８
号
２
１
２
１

㌻
）
の
預
金
債
権
に
関
す
る

判
例
変
更
が
、
保
険
実
務
に

影
響
を
与
え
る
の
か
否
か
に

つ
い
て
、
端
的
な
結
論
と
明

快
な
論
理
で
説
明
さ
れ
て
お

り
、
説
得
的
で
あ
る
。

　
第
２
章
と
第
３
章
は
、
遺

産
分
割
手
続
と
保
険
お
よ
び

遺
留
分
侵
害
請
求
と
保
険
に

つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。
相

続
法
と
家
事
事
件
手
続
法
そ

の
他
の
手
続
法
の
基
本
的
な

条
文
・
制
度
を
要
領
よ
く
概

説
し
て
、
読
者
が
本
書
以
外

の
他
の
文
献
を
読
ま
ず
と

も
、
両
法
分
野
の
基
礎
知
識

が
自
ず
と
個
別
論
点
の
理
解

の
前
提
と
し
て
確
認
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
に
関
わ
る

最
新
の
実
務
の
具
体
的
運
用

に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
改

正
法
に
基
づ
く
遺
産
分
割
お

よ
び
遺
留
分
侵
害
請
求
実
務

の
概
説
と
し
て
、
簡
に
し
て

要
を
得
た
記
述
は
、
実
務
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
利
用

に
適
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
各
章
で
は
、
基

礎
知
識
を
ひ
と
と
お
り
確
認

し
た
上
で
、
相
続
と
保
険
と

が
交
錯
す
る
具
体
的
な
場
面

ご
と
の
論
点
を
掘
り
下
げ
て

詳
論
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ま
ず
、
各
所
の
記
述
に
お
い

て
、
保
険
金
請
求
権
の
固
有

性
と
相
続
財
産
か
ら
の
独
立

性
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
、

原
則
と
し
て
、
保
険
金
請
求

権
が
遺
産
分
割
手
続
や
遺
留

分
侵
害
請
求
に
影
響
を
与
え

な
い
こ
と
と
な
る
理
論
的
支

柱
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
最
高
裁
平
成
16
年
10

月
29
日
決
定
（
民
集
58
巻
７

号
１
９
７
９
㌻
）
が
示
し

た
、
特
段
の
事
情
の
要
件
に

関
し
て
、
こ
の
決
定
後
に
下

さ
れ
た
下
級
審
の
裁
判
例
か

ら
、
代
表
的
な
肯
定
例
と
否

定
例
を
挙
げ
て
、
実
務
に
お

け
る
判
断
の
方
向
性
を
示
そ

う
と
試
み
て
い
る
。

　
第
４
章
は
、
本
書
全
体
の

検
討
を
踏
ま
え
た
総
括
と
も

い
え
る
、
保
険
金
の
受
領
の

実
務
に
関
す
る
章
で
あ
り
、

保
険
金
受
領
の
場
面
で
生
じ

得
る
論
点
と
具
体
的
手
続
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
章
の
著
者
は
、
編
者
で

も
あ
る
二
人
、
す
な
わ
ち
、

保
険
業
界
出
身
で
現
在
は
日

本
大
学
で
教
鞭
を
執
る
井
口

浩
信
氏
、
損
害
保
険
実
務
を

主
た
る
活
動
領
域
と
し
て
い

る
弁
護
士
の
吉
原
恵
太
郎
氏

の
両
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
両
氏
が
担
当
し
た
こ
と
に

も
、
保
険
実
務
に
密
着
し
た

解
説
書
と
し
て
企
画
さ
れ
た

本
書
の
特
徴
が
現
れ
て
い

る
。

　
事
項
索
引
だ
け
で
な
く
、

判
例
索
引
も
充
実
し
て
お

り
、
は
し
が
き
に
も
あ
る
と

お
り
、
ま
さ
に
生
命
保
険
・

損
害
保
険
と
相
続
の
実
務
に

関
わ
る
実
務
家
の
座
右
の
書

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　（
Ａ
５
判
／
２
５
２
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
21
年

１
月
30
日
発
行
、
本
体
価
格

３
０
０
０
円
＋
税
）

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン

埼
玉
支
店
と
同
社

の
自
動
車
整
備
工

場
代
理
店
の
全
国

組
織
で
あ
る
Ａ
Ｉ

Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ

埼
玉
支
部
（
榎
本

秀
夫
支
部
長
）
で

は
、
１
月
14
日
に

社
会
福
祉
法
人
清

心
会
（
埼
玉
県
秩
父

市
）
、
18
日
に
社
会
福
祉

法
人
志
木
福
祉
会
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
あ
っ
た
か

の
家
（
埼
玉
県
志
木
市
）

に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
寄

付
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
同
支
部
が

地
域
へ
の
貢
献
を
目
的

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
最

前
線
で
対
策
に
取
り
組
む

医
療
機
関
等
に
対
す
る
募

金
活
動
を
実
施
し
、
22
会

員
か
ら
集
め
た
も
の
。
例

年
、
同
支
部
で
は
地
域
・

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

病
院
な
ど
で
「
車
い
す
の

整
備
・
清
掃
活
動
」
を
行

っ
て
い
た
が
、
本
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

施
設
で
の
活
動
は
見
合
わ

せ
、
代
わ
り
と
し
て
寄
付

活
動
を
実
施
し
た
。

　
清
心
会
へ
の
寄
付
金
贈

呈
式
に
は
、
同
支
部
の
篠

﨑
基
弘
副
支
部
長
、
損
保

ジ
ャ
パ
ン
埼
玉
支
店
秩
父

支
社
の
大
谷
昌
人
支
社
長

が
出
席
し
、
清
心
会
の
村

山
勇
治
理
事
長
に
寄
付
金

を
手
渡
し
た
。
村
山
理
事

長
は
寄
付
に
対
し
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
購
入

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

篠
﨑
副
支
部
長
は
「
秩
父

地
域
で
障
が
い
者
の
方
々

の
『
地
域
で
暮
ら
し
た

い
』
と
い
う
希
望
に
応
え

る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
幅

広
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る

清
心
会
さ
ま
に
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

だ
」
と
述
べ
た
。

　
志
木
福
祉
会
へ
の
寄
付

金
贈
呈
式
に
は
、
同
支
部

の
榎
本
支
部
長
、
損
保
ジ

ャ
パ
ン
埼
玉
支
店
の
谷
口

徹
支
店
長
が
出
席
し
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
っ

た
か
の
家
の
加
藤
浩
理
事

長
、
ア
リ
ヤ
聖
子
施
設
長

に
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。

加
藤
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
神
経
を
使
っ
て

運
営
し
て
い
る
中
で
、
こ

の
よ
う
な
寄
付
は
大
変
助

か
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。
榎
本
支
部
長
は

「
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
例
年
通
り
の
活
動
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
病
院
や
施
設
で
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
せ
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
募
金
活

動
を
実
施
し
た
。
お
役
立

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
同
支
部
で
は
今
後
も
引

き
続
き
、
地
域
・
社
会
貢

献
活
動
を
継
続
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
取
組
む
医
療
機
関
等
を
支
援

社
会
福
祉
法
人
２
施
設
に
寄
付

損保ジャパン、ＡＩＲオートクラブ埼玉支部
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山
﨑 

雄
一
郎 

（
弁
護
士・み
と
し
ろ
法
律
事
務
所
）

理
論
と
実
務
に
お
け
る
指
針
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
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